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１．２００４年決算ハイライト 
 

 

 

 2003年 12月 実績 2004年 7/27 予想 2004年 12月実績 

売 上 高 38,550百万円 43,300百万円 44,929百万円 

営 業 利 益 2,815百万円 3,800百万円 4,084百万円 

当 期 純 利 益 1,887百万円 2,400百万円 2,758百万円 

■ 売 上 高         

【前期比 6,379百万円増 （＋16.5%）】   
  ＯＡセグメント(PH事業・ＳＣ事業)のカ 

  ラー機及びＭＦＰ対応の需要が大幅増加 

【予想比  1,629百万円増（＋3.8%）】 
  ＯＡセグメント(PH事業・ＳＣ事業)のカ 

  ラー機及びＭＦＰ対応の需要が予想を上回   

 る。 

 

■ 営 業 利 益         

【前期比 1,269百万円増 （＋45.1%）】 
 ①売上増 

  ②光学セグメントの改善 

 ③機種構成の変化（高付加価値商品の増加） 

 ④固定費構造の改善 

【予想比   284百万円増（＋7.5%）】 
  ①売上増 

    ②高付加価値商品の増加 

 

■ 当期純利益         

【前期比 871百万円増 （＋46.1%）】 

 ・売上増 

  （特別損益は前期比同水準） 

  

【予想比   358百万円増（＋14.9%）】 
  ①売上増  

  ②特別利益の増加（有価証券売却益） 

増収増益。利益は過去最高を達成。 

(億円) 

(億円) 

(億円) 



 

２．セグメント別売上高 
   
 

２－１．ＯＡセグメント 
 

PH 56 58 64 59 63 71 78 69

SC 13 13 15 17 15 19 20 23

PR 3 2 2 3 4 4 4 4

03/1Q 03/2Q 03/3Q 03/4Q 04/1Q 04/2Q 04/3Q 04/4Q

【ＰＨ事業】（281 億円、前期比 44億円増、18.6％増） 

 ① ｶﾗｰ機及び MFP 対応機種の売上増加により 2004 年各四半期とも ADF・ﾌｨﾆｯｼｬが堅 

  調 

  ② ﾌｨﾆｯｼｬの売上増加が顕著であり、金額ﾍﾞｰｽで ADF の 2/3 に上昇（前期は 1/2） 

  ③ 2004 年 3Q は複写機ﾒｰｶｰ各社からの受注増加により大幅増 

  ④ 2004 年 4Q は３Qの反動と一部機種の生産終了により３Qと比べ減少するが２Q並 

    みを確保 

 

【ＳＣ事業】（77 億円、前期比 19億円増、32.8％増） 

 ① ﾌﾟﾘﾝﾀの MFP 対応機種の需要が着実に増加 

  ② ADF 付ｽｷｬﾅによる販売戦略が数量・金額増加に寄与 

  ③ 新規顧客の売上げが純増 

 

【ＰＲ事業】（16 億円、前期比 6億円増、60.0％増） 

 ① 新規の OEM 生産により売上げが増加（ﾆｽｶﾌﾞﾗﾝﾄﾞのｶｰﾄﾞﾌﾟﾘﾝﾀは横這い） 

 
 03/Q1 03/Q2 03/Q3 03/Q4 03計 04/Q1 04/Q2 04/Q3 04/Q4 04 計 

 OA 合計 72 73 81 79 305 82 94 102 96 375 

ＰＨ事業、ＳＣ事業の売上増 

(億円) 
８０ 

６０ 

４０ 

２０ 

０ 

(億円) 



 

  ２－２．光学セグメント 
 

 

 

OP 13 14.5 14 16 15 15 13 11

他 5.5 6 5 6 5 5 5 5

03/1Q 03/2Q 03/3Q 03/4Q 04/1Q 04/2Q 04/3Q 04/4Q

 
 

【ＯＰ事業】（54 億円、前期比 3.5 億円減、6.1％減） 

 ① 2004 年上期はﾃﾞｼﾞｶﾒ用ｼｬｯﾀの堅調により前年を上回る。 

  ② 2004 年下期は価格競争の激化によりﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ用ｵｰﾄｱｲﾘｽを中心に減少。 

  ③ 2004 年 4Q は一部機種の終了および価格競争が厳しく、収益性重視のｽﾀﾝｽで売 

  上減少幅が拡大。 

 

 

【その他】（20億円、前期比 2.5 億円減、11.1％減） 

 ① 上期数値の前年比減少は子会社（ﾆｽﾃｯｸ）の売却による。 

 

 
 

 03/Q1 03/Q2 03/Q3 03/Q4 03計 04/Q1 04/Q2 04/Q3 04/Q4 04 計 

 光学合計 18.5 20.5 19 22 80 20 20 18 16 74 
 

ビデオカメラ用オートアイリスの売上減少 

(億円) 

１８ 

１５ 

１０ 

５ 

０ 

(億円) 



 

４．四半期別 連結収益状況 
 
  

 注．（ ）内の数値は前期のものです。 
 

【通 期】 

  ① 売上増加、生産性の向上、付加価値の高い機種構成、固定費の圧縮により営業利 

 益、経常利益、当期利益ともに過去最高。 

  ② 前期、今期とも特別利益により当期利益が増加。主な内容は、 

    ・03/1Q：厚生年金基金の代行返上 

    ・04/2Q：厚生年金基金の解散 

    ・04/3Q：有価証券売却益 

 

【第３四半期】 

  ① PH 事業の売上増加（ADF・ｽｷｬﾅ）による営業利益増 

  ② OP 事業の原価改善による営業利益増 

 

【第４四半期】 

  ① PH 事業の売上減少（3Q の反動および一部機種の終了）による営業利益の減少 

  ② OP 事業の売上減少（価格競争の激化）による営業利益の減少 

  ③ 損失コストの発生（原価、販管費の上昇） 

  ④ 原材料価格の値上げによる原価の上昇 
   ⑤  環境対策費用の発生（販管費の上昇） 
 

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通 期 
18.2% 18.1% 19.5% 16.4% 18.1% 

粗 利 率 
(19.7%) (16.4%) (17.4%) (14.0%) (16.8%) 
9.0% 8.9% 8.7% 9.4% 9.0% 

販管費率 
(9.6%) (10.0%) (8.8%) (9.6%) (9.3%) 
947 百万円 1,051 百万円 1,300 百万円 786 百万円 4,084 百万円 

営業利益 
(915 百万円) (597 百万円) (858 百万円) (444 百万円) (2,815 百万円) 
983 百万円 1,124 百万円 1,338 百万円 699 百万円 4,146 百万円 

経常利益 
(965 百万円) (558 百万円) (837 百万円) (400 百万円) (2,761 百万円) 
△1 百万円 266 百万円 127 百万円 △23 百万円 368 百万円 

特別損益 
(651 百万円) (△142 百万円) (△61百万円) (△45百万円) (402 百万円) 
580 百万円 841 百万円 855 百万円 480 百万円 2,758 百万円 

当期純利益 
(899 百万円) (244 百万円) (450 百万円) (293 百万円) (1,887 百万円) 

営業利益、経常利益、当期純利益ともに過去最高を達成。 



 

５．四半期別 セグメント営業利益（消去前） 
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  ①  通期では各事業とも売上げの増加に連動して営業利益も増加。 

   ②  3Qは PH事業・SC事業とも増収となり営業利益が増加。 

   ③  4Q売上げおよび営業利益の減少要因は次のとおり。 

       ・3Qの反動および一部機種の終了。 

       ・損失ｺｽﾄが発生  

       ・原材料価格の上昇 
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   ①  通期では前期比売上げの減少にも拘らず営業赤字から大幅な黒字に転換。 

   ②  1Q～3Qの前期比改善理由は次のとおり。 

       ・歩留まりの改善等による品質ｺｽﾄの削減 

       ・原価の改善  

       ・部品加工事業の改善 

   ③  4Qは一部機種の終了および価格競争激化による売上減少が影響し、利益が減少。 

  OA売上高        OA営業利益 

光学セグメント営業利益の改善 

５－１．ＯＡセグメント 
(売上高：億円) (営業利益：億円) 

５－２．光学セグメント 

(売上高：億円) (営業利益：億円) 

  光学売上高        光学営業利益 



 

６．株主関係指標 
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自 己 資 本 

自己資本比率 

Ｒ Ｏ Ｅ 

配 当 金 

配 当 性 向 

単 元 数 

株 主 数 

年 間 出 来 高 

2002年 12月 2003年 12月 2004年年年年 12月月月月 

11,153百万円 

４１.９％ 

６.６％ 

１０円 

１６.３％ 

1,000株 

５８９名 

299,000株 

12,990百万円 

４９.５％ 

１５.６％ 

１３円 

７.２％ 

1,000株 

６２８名 

2,210,000株 

15,593百万円百万円百万円百万円 

５２５２５２５２.９％９％９％９％ 

１９１９１９１９.３％３％３％３％ 

２０２０２０２０円円円円 

８８８８.５％５％５％５％ 

100株株株株 

１１１１,７７３７７３７７３７７３名名名名 

1,789,200株株株株 

借 入 金 2,971百万円 1,663百万円 781百万円百万円百万円百万円 

(億円) (％) 



 

 

７．２００５年見通し 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               （単位：百万円） 

 ０４上期 ０４下期 ０４通期 ０５上期 ０５下期 ０５通期 

売 上 高 21,623 23,306 44,929 22,000 24,000 46,000 

ＰＨ 13,400 14,700 28,100 14,100 14,100 28,200 

ＳＣ 3,400 4,300 7,700 4,000 5,400 9,400 

ＰＲ 800 800 1,600 1,000 900 1,900 

OA計 17,600 19,800 37,400 19,100 20,400 39,500 

ＯＰ 3,000 2,400 5,400 1,800 2,700 4,500 

他 1,000 1,000 2,000 1,100 900 2,000 

光学計 4,000 3,400 7,400 2,900 3,600 6,500 

粗 利 率 18.2% 18.0% 18.1% 17.2% 18.2% 17.7% 

営 業 利 益 1,998 2,086 4,084 1,900 2,300 4,200 

経 常 利 益 2,108 2,038 4,146 1,900 2,300 4,200 

当期純利益 1,423 1,335 2,758 1,200 1,300 2,500 

 

 

 

売 上 高 
 (百万円) 

営 業 利 益 
 (百万円) 

当期純利益 
 (百万円) 

４４，９２９ 

４，０４８ 

２，７５８ 

４６，０００ 

４，２００ 

２，５００ 

 

2004年実績 
 

2005年予想 

+ 2.3% 

+ 3.6% 

△ 

飛躍のための準備の年 



 

8．各事業別戦略 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＰＨ事業の充実①ＰＨ事業の充実①ＰＨ事業の充実①ＰＨ事業の充実 ②ＳＣ事業の拡大②ＳＣ事業の拡大②ＳＣ事業の拡大②ＳＣ事業の拡大 

 

 

フィニッシャの製本機能の強化 

 

 

 ＭＦＰ用 自動原稿送り装置付 
 スキャナに注力 
 

③ＰＲ事業の育成③ＰＲ事業の育成③ＰＲ事業の育成③ＰＲ事業の育成 

 

 

新市場への進出（中国） 
 

④ＯＰ事業の見直し④ＯＰ事業の見直し④ＯＰ事業の見直し④ＯＰ事業の見直し 

 

  ４本柱(ﾋﾞﾃﾞｵ・ﾃﾞｼﾞｶﾒ・携帯電話・ 
 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ)の構築 
 価格競争の回避 

⑤新事業の育成⑤新事業の育成⑤新事業の育成⑤新事業の育成 

 

 

画像処理技術を活かした検査装置等 

 

開 発 技 術 力 
の  強  化 

自主企画開発商品の展開 



 

9．２００５年度 収益力確保のための施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             中国生産比率の推移（予想）
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以 上  

① プライスダウン要請 

② 原材料価格の高騰 

③ 損失コスト 

収 益 圧 迫 要 因 対  策 

① ニーズへの対応 

②-1中国生産の拡大 

  2004年度         2005年度 

    30％            40% 

②-2合理化の推進 

     ・ｷﾔﾉﾝﾌｧｲﾝﾃｯｸとの協業 

   ・調達力の強化 

   ・生産性の向上 

③ スピード解決 
（２４時間以内） 

(％) 


